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東京23区の人口推計調査からの知見

● 調査結果のポイント

● 長期推計と短・中期推計の使い分け

このセクションの図表は、特別区長会調査研究機構「令和2年度調査研究報告書 将来人口
推計のあり方」の概要版（Web公開）に掲載されたものである。作成はすべて講演者による。



東京23区の人口推計への取り組み（1）
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合計 105 3 5 4 9 3 4 5 8 4 4 2 6 4 7 4 5 4 5 6 5 1 2 5

人口見通し 独自 24 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高齢者福祉介護
独自 9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

加工 14 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

子育て保育
独自 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

加工 16 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

児童生徒数
独自 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

加工 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

その他
独自 2 〇 〇

加工 16 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

〇は1件，◎は2件以上あることを示す。板橋区の「子育て保育：利用加工」は，「人口見通し：独自推計」の利用加工
ではなく，「子育て保育：独自推計」を利用加工したものである．

23区の人口推計の実施状況（2020年8月実施アンケート調査から）
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東京23区の人口推計への取り組み（2）

人口見通し

高齢者福祉

子育て保育

児童生徒数

その他

●実施している推計の数と作業体制､推計期間

● 23区で行われている推計の総数は105，1区の平均
は4.6．

● 「人口見通し」は総合計画等の一部を構成するもので，

すべての区で実施されている．推計作業を内部で行っ
ている割合38％．推計期間は41年以上が50％ ．

● 高齢者福祉，子育て保育，児童生徒数の推計は、大

半の区で実施されている．独自，加工を合わせて内製
割合は40％．推計期間は10年以下が大半を占め，子
育てでは5年以下が8割近くを占めている．

● 高齢者福祉，子育て保育では，計画作成を外部委託

するなかに推計が含まれる傾向があるが，児童生徒
数の独自推計は100％内製であり，教育委員会にノウ
ハウが蓄積されていると推察．

人口推計業務の作業体制

人口推計の期間
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推計精度の向上が必要

職員のスキルの向上が必要

仮定の設定が困難

引き継ぎが難しい

新型コロナウイルス対応が困難

業務負担が大きい

委託先の関与が大きい

区内の推計の整合性

東京23区の人口推計への取り組み（3）

●東京23区の人口推計の特徴

● 推計手法：コーホート要因法が70％

● ケース設定：複数のケース設定は50％

● 基準人口：住民基本台帳人口が77％

● 年齢区分：各歳が大半．人口見通しでも42％

● 地域別推計：保育と児童生徒数でニーズ高い

● 外国人：別立てで行っているのは41％

● 住宅開発：住宅開発の補正実施は44％

●人口推計をめぐる課題

●人口推計に対する課題認識は、人口推計に
関する知識やスキルの向上と，行政内部の体
制の整備に大きく分けられる．

● ヒアリング内容も合わせて考えると，スキルの

向上が属人的で，担当部署における安定性・
持続性の獲得にいたっていない．

人口推計に対する課題認識



東京23区の人口推計調査から考える「市町村人口推計」

●長期推計と短・中期推計の使い分け

● 市町村では、複数の人口推計が必要とされ
ており、大きく、長期と短・中期に分けられる．

● 長期推計は、総合計画などで必要とされ、推
計期間は40年以上が半数を占める．

● 短・中期推計は、子育て、義務教育、高齢者
福祉などで必要とされ、推計期間は10年以内
が多い．

●長期推計

● 地方交付税算定や選挙区設定などにおいて

国勢調査人口が基準となるため、国勢調査人
口を用いることに合理性がある．

● 今後の社会変動の不透明性を考慮すると、
あまり長期の推計は望ましくない．

● 推計期間は長いほど精度は下がり、一方で

結果を見る側は推計最終年の値に目がいく．
推計期間を20年程度とし、その先が必要であ
れば参考推計とすることも一つの考え方．

● 社人研推計をそのまま用いることも一つの選
択肢（過去の推計精度の評価は必要）．

●短・中期推計

● 長期推計との整合性は気にせず、住民基本

台帳人口を用いた短・中期推計を、行政内部
資料としてもつことは意味がある．

● 住民基本台帳人口ベース、1月1日基準、各
年・各歳、推計期間10年、死亡率・出生率・移

動率の設定は複雑にせず、毎年改訂していく
という選択がありうる．



神奈川県と市町村の人口動向

● 最大人口記録年、直近5年間の動向

● 事例市（茅ヶ崎市）の位置づけ

● 茅ヶ崎市・神奈川県・東京圏の人口推移と過去の推計値との比較

● 人口動態からみた神奈川県の現在（千葉県との比較）



神奈川県内市町村の
人口推移と最大年
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資料：国勢調査



神奈川県内市町村（政令市以外）の人口と人口増加率
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● 湘南、県央に含まれる自治体の多くは、

人口増加ないし小さな減少．人口規模
も相対的に大きい．

● 横須賀三浦に含まれる自治体はすべて

人口減少、県西は開成町と大井町以外
は人口減少でかつ人口規模も小さい．

● 茅ヶ崎市を事例としてとりあげる．HP上
でデータ取得が容易であること、報告者
に土地勘があること、人口規模・増加率
ともに突出していないことなどが理由で
ある．

資料：国勢調査



茅ヶ崎市・神奈川県の過去の推計値と実績値
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資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所
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東京圏の過去の推計値と実績値
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3,694万人（2020年）
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東京圏
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大阪圏

注：日本人のみ
資料：住民基本台帳人口移動報告

高度成長期の終焉

バブルの崩壊

リーマンショックの影響

３大都市圏の転入超過数の推移

● 高度成長期の終焉以降、

東京圏のみが転入超過
を続けている．

● それには波があり、バブ

ル崩壊、リーマンショッ
ク、コロナウィルス感染
拡大によって、転入超
過の縮小が起きている．

● その影響を受けた純移
動率が適用された1995
年推計、2010年推計は、

過小推計の傾向が強く
なっている．

● 過去の推計をふり返るこ
とは大切．
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総人口 人口動態



-10

0

10

20

30

40

50

60

70

80

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

万 転入
転出
社会増加

-6
-4
-2
0
2
4
6
8

10
12
14
16

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

万 出生
死亡
自然増加

神奈川県の自然動態と社会動態

自然動態 社会動態

資料：神奈川県人口統計調査結果報告



-5

0

5

10

15

20

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

万 自然増加

社会増加

人口増加

千葉県の総人口の推移と人口動態

0

100

200

300

400

500

600

700

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

万

資料：千葉県毎月常住人口調査報告書（年報）

総人口 人口動態



-4

-2

0

2

4

6

8

10

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

万 出生
死亡
自然増加

千葉県の自然動態と社会動態

-5

0

5

10

15

20

25

30

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

万 転入 転出

その他 社会増加

東日本大震災による
転入と転出の逆転

資料：千葉県毎月常住人口調査報告書（年報）

自然動態 社会動態



事例市（茅ヶ崎市）における各年各歳人口推計

● コーホート変化率のおさらい

● 各歳別コーホート変化率の安定性の確保と将来値の設定

● 合計特殊出生率（TFR）の安定性の確保

● 全国の将来TFRの将来値に沿った事例市の将来値の設定

● 試算結果



コーホート変化率

2015→2020 神奈川県（女）
● コーホート要因法による人口推計は、過去の

コーホート変化率の計算から始まる．

● 2015年の0〜4歳人口は2020年に5〜9歳人
口になる（2010年10月〜2015年9月の間に

生まれたコーホート）．この変化率を割り算で
求める．

● コーホート変化率は、「移動」と「死亡」によっ
て決まる．ザックリ言えば、50歳までは「移
動」が、それ以上では「死亡」が効いている．

● 概ね50歳まででコーホート変化率が1を上回

れば転入超過、下回れば転出超過．それ以
上の年齢で1を下回るのは主に死亡による．

● 長期に観察して、高齢期でコーホート変化率
が上にシフトするのは、死亡率の改善による．

資料：国勢調査
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コーホート変化率の生残率と純移動率への分解
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● 神奈川県の生命表（2020年）から生残率を
計算した．

● コーホート変化率から生残率を引くと、純移
動率になる．

● 80歳以上→85歳以上の生残率が予想より

低く、純移動率が転入超過を示す結果となっ
たが、この点は精査する必要がある．

● 純移動率と生残率の将来値を別々に設定す
る「コーホート要因法」では、生残率が徐々に
上昇する将来値を設定し、純移動率を直近
値で固定するのが一般的である．

● 生残率を直近値で固定するなら、コーホート
変化率の直近値をそのまま将来値として用
いる「コーホート変化率法」でよい．

2015→2020 神奈川県（女）



茅ヶ崎市を事例とした各歳別推計

●コーホート変化率法の採用

● 推計期間10年、毎年改訂という前提に

立ち、かつ高齢期における死亡率改善
も小さくなっている点を踏まえて、生残
率の将来設定を行わない「コーホート変
化率法」を採用する．

● 仮定値は、コーホート変化率と女子の
年齢別出生率の2つである．

● 各歳各年のコーホート変化率は不安定
であるため、5年、10年といった一定期
間の平均値を用いる．

●合計特殊出生率の設定

● 保育対象子ども数、小中学校生徒数な
ど、15歳未満の各歳別人口の推計精

度が求められるため、出生仮定値は
「女子の各歳別出生率」を用いる．

● 合計特殊出生率の将来値を、全国推計
設定値との関係で決定する．

● 現時点での全国TFRは、中位と低位の
間にあるため、2025年までのTFRを中
位と低位の平均値とする．2026年以降
は、2025年の値を延長する.

● 茅ヶ崎市のTFRは移動平均値が全国
の0.94倍前後にあり、将来もこれが続く
と仮定した．年齢別の配分は、2020年
の分布に基づいて行った.



茅ヶ崎市の各歳別コーホート変化率
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資料：国勢調査にもとづく推計人口（茅ヶ崎市）



各歳別コーホート変化率の平均値

資料：国勢調査にもとづく推計人口（茅ヶ崎市）

● 各年のコーホート変化率に
はバラツキがあるが、10年
平均値をとると、スムース
な形状になる．

● 直近の傾向を使いたけれ
ば、5年平均値をとることも
できる.

各年各歳コーホート変化率と10年平均値



茅ヶ崎市の合計特殊出生率
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資料：人口動態統計、国勢調査（不詳補完）、国立社会保障・人口問題研究所

女子の年齢別出生率（2020年）合計特殊出生率の推移（2012〜2020年）

注：分母人口は日本人のみ



茅ヶ崎市の女子の年齢別出生率と推計結果
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女子の年齢別出生率の設定値（2025年）
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試算結果の人口ピラミッド
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